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下水道施設にBIM/CIMを導入することで，調査，設計，発注，建設，維持管理の各フェーズにおけるデ

ータの利活用が促進され，業務の効率化や下水道事業管理の高度化が期待できる． 
本稿では，効率的なデータの利活用のために必須であるプロダクトデータモデルについて，プロジェク

トマネジメントとの関係，開発方針・事例について述べるものである． 

 

     Key Words :BIM/CIM, product data model, project management, work breakdown structure, sewage 
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1. はじめに 

 

下水道施設は，処理場施設，ポンプ場施設，管路施設

などにより構成されている．それらのストックは，処理

場施設が約2,200箇所，ポンプ場施設が約3,600箇所，管

路施設が約45万kmと膨大なものであり，適切かつ効率

的な運営・管理が喫緊の課題となっている． 

日本下水道事業団（以下，ＪＳ）では，これら課題の

解決のため処理場施設とポンプ場施設へのBIM/CIM導入

に取り組んでいる． 

これら施設は，工種が多岐にわたることから施工が複

雑になることが多い．また，機械・電気設備の構成割合

が高いことから維持管理に手間がかり，さらに耐用年数

が短いことから改築・更新の必要性も高い．したがって，

BIM/CIM導入の効果が大きい施設といえる． 

BIM/CIMのデータを効率的に利活用するにはプロダク

トデータモデルが必須であるが，下水道施設のプロダク

トデータモデルはまだ構築されていない状況にある． 

一方，ＪＳはプロジェクトマネジメントのためのツー

ルとしてＪＳ標準WBSを開発し運用している． 

WBS(Work Breakdown Structure)は，プロジェクトに必要

な作業を漏れなく重複なく抽出しマネジメントしやすい

ように構造化したものである．ＪＳ標準ＷＢＳは，その

テンプレートである． 

本稿は，ＪＳ標準WBSを活用したプロダクトデータ

モデル構築の取り組みについて述べるものである． 

 
 
2. 処理場施設の３次元モデル化 

 

処理場施設のプロダクトモデルの検討に先立って，実

際の処理場施設の３次元モデル化を実施した． 

処理場施設は，最終沈殿池，重力濃縮槽等の土木構造

物，管理棟，汚泥処理棟等の建築構造物，それらに格納

される建築付帯設備，機械設備，電気設備，配管・配線

類で構成されている． 

これは建築物を主な対象としたBIMに類似しているの

で，BIMソフトウェアを利用することとした．土木・建

築構造物はグラフィソフトArchiCAD18，設備，配管・

配線類はＮＹＫシステムズRebro2013，モデル統合及び

モデルチェックはソリブリSolibriModelChecker ver9.5を利

用し，データ交換はbuildingSMARTが開発している

IFC(Industry Foundation Classes)により行った． 

３次元モデル化の手順を図-1，処理場施設の３次元モ

デルを図-2に示す． 
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